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＜ は じ め に ＞

洋 雑誌 購入価格 決定方 法の紹介

毎年秋になると病院図書室でも図書購入の

価額交渉が展開されるが。最も合理的な購入

方法であると評価されている係数方式につい

て少し紹介してみたい。

この方式によって算定される割引率の数字

を、洋書購入額を決定するための目安にして

いるのが大学や他病院の現状のようである。

すでに病院図書室担当者の方々の中には、

この方式をご存知の方もたくさんおられると
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次に係数方式の算式の立て方を簡単に説明

すると以下のようになる。（外貨価格）×（実

勢レート）×（諸経費率：１＋率）＝（購入価

額）３）

つまり定価（外貨価格）に実勢レートを乗

じて、これに諸経費率を掛け、これを合計し

て得た値が購入価額となる。そこでこの算式

の内容と外貨価格、実勢レート。係数（経費

率）などについて少し説明を加えてみたい。

［表Ｉ］

思うが、ここで改めて病院図書室における洋 ２
． 外 貨 価 格

雑誌購入の参考になればと考え、係数方式に 外貨価格は外国の出版社が提示する定価で、

ついての簡単な算式の説明を中心として、以 これを調べるＴＯＯｌとして、例えばＥＢＳ Ｃｏ，

下に文献を引用し紹介を試みる。

１． 概 要

係数方式を簡単に要約すると、原価の邦貨

換算に一定の諸経費率を加算して購入価額を

算定する方式で、業者の発注費、欠号補充費、

人件費などの原価に対する比率を積み上げて

購入価額を算出するものである。１）

この方式の経過をたどってみると、 ２０年

余り前に大阪大学が全学の購入洋雑誌を一括

して前金払いをする会計手続きを採用する際

に ２０％程度の諸経費を原価に上積みする方

法を採用して以来、広く各大学で採用される

ようになったものである。２）
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ＬｉｂｒａｒｉａｎｓＨａｎｄｂｏｏｋ や ＭｏｏｒｅＣｏｔｔｒｅｌｌ

社のカタ ログにより確認できる。 こ の 他 、

£（ポンド）・ＤＭ（ マルク）・ＦＦｒ（フランスフラ

ン）・ＳＦｒ（スイス フラン）・ＧＬ Ｄ（ギルダー）

などについても カタ ログが出版されてい るの

で、これで確認されるとよい。４）

外貨価 格は洋雑誌の定 価であるが、 これが

日本国内 に入 ってくると代理店 では業者建値

（Ｐｅｒｉｏｄｉｃａｌ Ｒａｔｅ）なるものを提示 し、定

価にこの数字 を乗じてカタログ・プライスを

作成し、販売しているのが現 状で、 ここに各

書店 間の販売価格の差 異が生 じる要因かおる

ものと思われる。



３。 実 勢レ ート

変動相場制に移行して以来、実勢レートは

゛係数方式による図書購入価格決定の数字の一

つとして重要な意味をもち、相場の変動に応

じた数字を算式に導入することにより、実勢

ｕ―卜に外貨価格と係数を乗じて得られ４購

入価額力叱 り適正に近い値で捉えられる。

購入基礎資料作成の際の実勢レートの数字

は、出来る限り広く資料を調査するべきだが。

交渉の３ヵ月前から相場の変動状況を調べ。

各月の平均をとり、また前年度同期の数字も

参考にして見てはと思う。

４。 諸 経 費 率

諸経費率の構成は。加藤氏によれば「直接

的経費として発注費。欠号補充費、人件費、

銀行借入利息があり、間接的経費として通信

費、公課負担、広告費、地代家賃、事務用品

費、原価償却費、並びに利潤などがある。こ

れらの諸経費のうち直接的経費の算出は、発

注点数と総支払い金額から算出される送金手

数料、欠号発生率やその時の金利からある程

度可能である。ちなみに宮坂氏によれば、ｏ

大学の例として発注費１．６％、欠号補充費０．

９％、人件費１３％、金利４％で、計１９．５

％とされている。したがって、いくら雑誌原

価の邦貨換算が外国送金の直前で最も実勢に

近いものであっても、その上に積む諸経費の

構成要素に算定不能の部分があってはこの数

字全体が合理性をもったものとはいえない。

その中でも特に、利潤というものにいたって

は、一般的な商品取引慣習の存在する中で妥

当な数字を提示する事は困難である。

このような事もふまえてか宮坂氏は２３％

提案の基礎として、国内業界３者（出版・取

次・書店）の協議による和雑誌の諸経費２３

％をあげ、それに外国雑誌の特殊性（外国発

注に要する経費、係員の語学要因による人件

費アップ等）による７％を上積みし。逆に国

内取次店への外国出版社からのトレードディ

スカウント分として７％を引いてプラス・マ

イナス「Ｏ」とし、この２３％という値を提

示されているが「その意図は充分に理解でき

るとしても我田引水的な感がすることは免れ

えない。」５）と述べておられる。

現実の問題として。実際に使用されている

経数値は、１０月、 １１月頃の交渉で２３％

にプラス・マイナス１％～２％の幅で扱われ

ているのが実状であろう。勿論、支払い条件

が大きく影響してくることは考えておく必要

がある。

＜ お わり に ＞

図 書 購 入 費 基 準表 １９８１年

月 実 勢 レ ー ト 業 者 建 値 経 費 率 割 引 額 割 引 率

８ ２２ ５円 ３５０円 １．２２ ７ ５一円 ２１％

９ ２３３円 ３５０円 １．２２ ６５円 １ ９％

１０ ２２９円 ３５０円 １．２２ ７１円 ２０％

（註） １．

２．

３．

１ドルの場合の値です。
実勢レートは１ヵ月平均値。

１０月は１日～１４日迄の平均値。

５７



係数方式は、現状における洋雑誌購入方法

に関して最も合理性のある方法であると考えら

れるが、しかし係数を構成する基礎となる数字

の算定 に不確実な点のあることは否めない。

だが、これに変わるより合理的で確実性の

ある方法が発見されていない現状としては広

く採用されているこの方式を取る方が購入側

としては得策ではないだろうか。

そして大規模の図書室でも、小規模の図書

室でも洋雑誌を購入する条件についての差異

は小さくなってきていると思われる。

したが って、購入規 模による 不利益を避

けるため、それに見合った方策はそれぞれに

考案されていると推察する。 その方策の一

つとして現在広く採用されている係数方式に

ついて主に述べた訳である。勿論この場合購入条

件の違い もあろうし、手続きに手間をかける

という不必要も考えられるが、それはこの方

式の利点 とも考え合わせて、それぞれの実状

に合ったアレンジを行ってみてはどうだろう

か。

なお、病院図書室でもこの方式に限らず、

洋雑誌購入については、さまざまな方法がと

られているが合理的な方法の一つとしてここ
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に係数方式を紹介した。多くの方々の御検討

をお願いしたい。

＜引用文献＞

１） 加藤晃：外国雑誌の購入価格について，

第ｉ５回医学図書館員研究集会論文集，７２

－７６，１９８０

２） 同 上 ７２－７６，，１９８０

３） 福田健：雑誌購入について，第１５回医学

図書館員研究集会論文集，６５－６７，１９８０

４） 小笠原敏明：外国雑誌の購入方法と原価

確認ＴＯＯ１について，第１５回医学図書館員研

究集会論文集，９５－１０４，１９８０

５） 加藤晃：外国雑誌の購入価格について，

第１５回医学図書館長研究集会論文集，７２

－７６，１９８０

＜参考文献＞

１） 宮坂寛：外国雑誌購入価格統一に関する

一考察，大学図書館研究，１６，４８－５５，１９８０

２） 西岡正行：外国図書の購入について，医

学図書館２４（３），１２１－１２２，１９７７

３） 千住とも子：外国雑誌購読価格の比較，日

本病院会雑誌２６（２），９９－１０１，１９７９




